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6.翼 を持つ 女性:
ペルー 、パ コパ ンパ遺跡 にお けるシンボ リズム とイデ オ ロギー

関雄二

1.は じめに

　本発表はパ コパ ンパ遺跡 で出土 した考古学遺物 における図像表現の分析 をとお して、中央アンデス地

帯形成期(紀 元前3000年 ～西暦紀元前後)に おける社会の複雑化の様態を探ることにある。その際、単

に両者の相関関係 を追 うのではなく、権力 と記 「意の形成 とい う二っキー ワー ドで解釈を試み る。

　本シンポジウムの趣 旨に記 された国家は、アンデス考古学においては、西暦紀元後の前期中間期 に成

立 したモチェ、 もしくはモチーカ と呼ばれ る政体 にさかのぼるとされ、本発表が対象 とす る形成期 よ り

かな り後に成立 した と考 えられてい る。 しか しなが ら、近年 の形成期研究に よれば、すでに形成期後半

において、何 らかの社会的なランクや階層 が成立 した とされ 、その意味で、国家形成に至 らなかった と

して も、形成期のデータを読み とることによって、後に成立する

国家の性格 を分析す る上で貴重な示唆が得 られ ることが予想 され

る。　 その際、注 口す るのは、図像 であ り、 この図像分析 を とお

して、当時の社会的 リー ダーが どのよ うに権力 を行使 しよ うとし

たのか、あるいは逆に、 どのよ うな図像 を リー ダーが利用 し、そ

れが コミュニテ ィーの記憶に どのよ うに深 く刻 まれ ていったのか

を考えてみたい。

パコパンパ

ベルー

2.建 築 と墓

　パ コパ ンパ遺跡 は、ペル0北 高地、カハマルカ県にある形成期

の祭祀センター である(図1)。 海抜2500メ ー トルに位 置 し、中核

部は三段の基壇 より構成 され る。 下の基壇 より番号が付け られ、

第三基壇、すなわち最上段の基壇 に重要な建物が集 中する(図2)。

2005年 より、国立民族学博物館 はペルー国立サ ン ・マル コス大学

と協定 を結び、共同調査 を開始 し、現在 に至っている。

　 パ コパ ンパ遺 跡 は、 これ まで複 数 のべル
0人 考 古学 者 に よっ て小規模 な発掘 が行 わ

れ て きた が(Rosas　 y　Shady　 1970;Fung

1976;Morales　 1980,1998)、 論 文等 の 報告

は少 な く、大規 模 な調 査 は、 われ われ の調

査 が初 め て とい って よい(Seki　 et　al.2010)。

しか しな が ら、過 去 の調査 のデ ー タの うち、

編 年 に関 しては今 日で も利 用 で きる。 それ

らに よれ ば 、パ コパ ンパ遺跡 の利 用 は 、お

お き く二 つ の時期 に分 かれ る。 この二 時期

につ いて は 、われ われ の調 査 で も再 確認 さ

れ 、1期 、II期 と名付 け るこ とに した。　C14

デ ー タに よ り、1期 を前1200年 ～前800

年 、II期 を前800年 ～ 前500年 に あて た。

中央基壇

第3基 壇

太平洋

図1:パ コパ ンパ遺跡 と北部

山地 のお もな形成期遺跡

 Segunda  Plata forma

 Primera  Plata  forma

中心軸

図2:パ コパンパ遺跡 の地形 図 と中央基壇 の位置

*1956年 東京生まれ
。国立民族学博物館研究戦略センター教授ならびに総合研究大学院大学教授。専攻はアンデス考古学、

文化人類学。1979年 以来、南米ペルー北高地において神殿の発掘調査を行い、アンデス文明の母体が作り上げられた形成

期(前2500年 ～紀元前後)に おける社会の成立 と変容を追究するかたわら、文化遺産の保全と開発の問題にも取り組む。

単著として 『アンデスの考古学』(同成社)、『古代アンデス　権力の考古学』(京都大学学術出版会)、共編書 として 『文明
の創造力』(角川書店)、『アメリカ大陸古代文明事典』(岩波書店)、 『古代アンデス　神殿か ら始まる文明』(朝 日選書)が

ある。
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(1)1期 の建築(図3)

　現在、遺跡 の地表面に露出 している建築のほ とん どはII期 にあた り、1期 の建築はその下に隠れてい

るため、ほ とん どは発掘によってのみ遺構が確認 できる。例外は第三基壇の西側に建つ円形構造物であ

る。直径約28メ ー トルで、オ リジナルの高 さは6メ ー トル強の円筒形の構造物である。内部には土や礫

が ぎっ しりと詰 まってお り、建物上面が利用 されていた と想定 しているが、未調査であ り、昇るための

ア クセスも発見 されていない。 円形構造物の正面、すなわち東側基部 には、約20cmの 高 さのベンチ状

構造物が三つ設け られていた。中央のベンチ状構造物が最 も大きく、2.1m×0.94mで ある。 いずれ も丁

寧に泥の上塗 りが施 され、隣接す るベ ンチ状構造物 との間には仕切 りの壁が設 けられていた。 またベ ン

チ状構造物 の東側 に広が る床面上 には、赤 く焼けた円形の炉 も発見 され てお り、火 の儀礼の存在が示唆

され る。 なおベ ンチ構造物 は、野外にあり、 どこか らでも目撃できた と考えられ る。

　円形構造物 の東側には、少な くとも長 さ50m以 上に もなる大型の基壇(西 基壇)が 控え、そのアクセ

スも北端で発見 されてい る。

　西基壇 に面 した部分の南側には、中央基壇が建て られた。基壇上には、東側か らのアクセ スを持つ5

っの小部屋が設 け られた。最初の部屋(東 端)の 床面には、 とくに建物 の中心軸に沿って多数 の炉が切

られ、床 面が焼 けていた。炉 と床面は少な くとも4回 張 り替え られていた。 円形構造物のベ ンチ同様 に

火の儀礼が行われていた とみてよい。 この部屋の南北それぞれに別室が付設 されていた。残 りの2つ の

部屋 の床面には張 り替 えられた痕跡 はな く、使用頻度 が低 かったと考 えられる。最初の2つ については、

ほぼ中央に入 口を持つが、最後 の部屋(西 端)は 左右対称に二つの出入 り口をもっていた。 いずれに し

て も、全体 として、中心軸 に沿 うように左右対称に部屋が配置 されていたことになる。

円形構造 物

中央基壇 円形構造物 中央基壇

墓の位置

図3:1期 の中央基壇 図4:II期 の中央基壇

(2)II期 の建築(図4)

　II期 になって も、1期 に建て られた円形構造物は再利用 され る。外周壁は さらに高 くな うように継 ぎ足

される。ベ ンチ状構造物はす っか り埋 められ、埋 め土の上に方形基壇が築かれ、中央に階段が据え られ

た。

　西基壇 も一部再利用 され 、円形構造物の中心軸 と交差す る付近に階段が設 け られ た。 中央基壇は埋 め

られるが、その上 に再び部屋が建て られた。部屋数は一つ増 えて4部 屋 とな り、全体 として西側に拡張

されている。興味深い ことに、これ らの部屋の中心軸 は、1期 の ものを踏襲 している。なお入 口か ら最 も

奥に入 った、す なわち西側 の部屋の入 口は、中心軸か ら北にずれた場所 にあ り、内部空間の秘儀性 が高

まったことが予想 され る。

　1期 との大きな建築上の違いは、中央基壇の東側 に半地下式広場が設け られた点である。一辺が30メ
ー トルで

、各辺の中央には階段が設け られていた。また半地下式広場の北側 と南側 には、低層基壇が設

け られ、中央基壇 とあわせて、いわゆるU字 形の配置 を見せている。 これ らの建物群は、中央基壇か ら

のびる軸を基準に対称的に築かれている。

　 さらにこの中心軸 を東に延ば していくと、第二基壇 に設 けられた50m×50mの 方形広場の中心を貫き、
パ コパ ンパ遺跡 と向かい合 うラ ・カ ピーヤ遺跡の中心付近を通 り、前800年 ころに星座 のスバルが出現

す る場所を示す ことが坂井正人 とフアン ・パブロ ・ビジャヌエバの研究で明 らかにな りつつある(Sakai

et　al.2008)。 スバルが、ア ンデスにおいて農耕 の開始時期 を決定す る重要な星座であることを思えば、

建造物 と農耕 の豊饒性 とに相関関係 があった ことも指摘できよ う。
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(3)貴 婦人 の墓(図5)

　 中央基壇の調査で最大の収穫は、重要な人物の墓を発見 した ことであ

る。通称 「パ コパンパ貴婦人の墓」 とよばれ る。重要 と断定す る理由の
一つが
、発見 された場所である。パ コパンパⅠ期、およびⅡ 期 において

採用 された建築上の中心軸に位置 していたのである。 も う少 し正確な位

置をい うと、Ⅱ 期の中央基壇上に設け られ た最初の部屋 、すなわち東端

の部屋の中央であった。層位 としては、Ⅰ期の建物 を埋 め、Ⅱ 期の建物

を築 く途 中であ り、建設途上における儀礼的埋葬 と考えられ る。墓は地

下式墓であ り、土坑の 口径 は約1m、 表面には最後に置かれていた と思わ

れ る大型の石が突き出ていた。その下には さらにも う一つ大 きな石があ

り、それ らを除去す ると約1.5m埋 土が続 いた。その後安 山岩の平石が

複数現れ、その下か ら土器が出土 した。北に小型ボ トル、南側に注 口取

っ手付 き鉢、高杯 とその上に載った小型鉢の計4点 である。その深 さか

ら、土坑の 口径 は0.6mほ どに狭ま り、平石が斜めに潜 り込んでいた。

その平石 を取 り上げると、下か ら金製 品を含む副葬品を伴 う埋葬が発見

された。

　埋葬 は横 臥屈葬状態で見つか り、性別は女性、年齢 は20代 か ら30代 。

身長は160.5cmと 高い。当時の北部高地の女性の平均 は140cm、 男性 で

も150cmで ある。頭蓋骨には変形が認 められた。また頭部には辰砂(硫

化水銀)と 藍銅鉱が塗 られていた。副葬品 として、金製耳輪1対(直 径

6cm)、 金製耳飾1対(26×11cm)、 さらに首飾 りな ど海水産の貝を材料

に した装飾 品を確認 している(図6)。 両足の大腿骨は貝製のバン ドで結ば

れてお り、足首にも貝製の飾 りが装着 されていた。

3.社 会の複雑化

　 こ うしたパ コパンパのデー タか らどのような社会像 を描 くことができ

るのであろうか。まず、1期 においては、巨大な建造物 は存在するため、

建築や祭祀を司るリーダー の存在 は うかがわれるが、それ らしき人物 の

墓はみつかっていない。む しろ祭祀建造物 を共同体全体の協同労働で支

えるような社会であったと考 えられ る。 この推測は、これ まで 日本調査

団が手掛 けてきた北高地の ワカ ロマ遺跡な どで も同様の傾 向が認 められ

ていることか ら妥 当性は高い(Terada　and　Onuki　 1982,1985)。

　一方でII期 になると、 「貴婦人の墓」が登場す る。埋葬 自体はII期 が

機能する直前であるので、正確にいえばⅡ 期の リーダーの姿 を現 している

図5:　 「貴婦人の墓」

図6:「 貴婦人の墓」 の副葬 品

とは言い難い。 しか しなが ら、少 なくともII期 の開始時には、墓の被葬者のよ うな人物が存在 していた

ことは間違いなかろ う。著者 が注 目す るのは、特殊 な墓の構造、副葬品、そ して頭蓋変形である。 なか

で も頭蓋を変形す るのは、通常、乳児期までには、頭部に板 を当て るな どの処置 を開始 しなければ うま

くいかないことを考えれ ば、 この被葬者 は、幼少期、あるいは生まれなが らに して、ある種の社会的役

割 を担 うことが決まっていた ことになる。 これは リーダーが、その能力によって後に選ばれ るのとは異

なる原理 であ り、社会的地位 、あるいは階層の萌芽 ともいえる。辰砂 についても希少価値が高 く、社会

的地位 の高 さを示唆す る。 また建築の項で述べた ように、中央基壇の部屋へのアクセスを含め、儀礼へ

の参加者 を限定 し始めている点も、一部の人間や集 団への権力の集 中が始まったことを示 している。

　 こうした リー ダーの権力基盤 は、希少価値のある工芸品の入手 とそのコン トロールであった と考 えら

れ る。金製品や海岸地帯 との交流 を推測 させ る貝製品が副葬品 として出土 していることか らの推測であ

る。 また、これ まで触れなかったが、Ⅱ期 に銅製品の出土が増加す る点が最近判明 してお り、その生産

や流通 も権力基盤 と関係 があったことが想定 されつつ ある。 このよ うな社会集団における差異化、ある

いは権力の発生は、パコパンパ遺跡のみな らず、 日本調査団が1988年 よ り20002年 までてがけたクン

トゥル ・ワシ遺跡 でも確認 されてお り、形成期後半の特徴 ともいえる(Onuki　 1995)。

　 では、こ うした権力の発生 と図像 との関係 はどの ようなものであったのだろ うか。
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4.鳥 と女性の図像

　1期 にせ よⅡ 期にせよ、余剰生産物の存在 を示唆す る構造は見

つかってお らず 、リーダーの権力基盤が単純に経済にあった と思

わせ る点は少ない。む しろII期 の権力基盤で説明 した ように、希

少価値 のあるものの生産や 流通 のコン トロール にこそ重要で あ

るのだが、その とき忘れてはならないのが、これ らの品の祭祀的

性格であろ う。パ コパ ンパで発見 された副葬品は被葬者の装飾 品

とい うよ りも、その人物が携わった儀礼にかかわる品 として見た

ほ うがよい。こうした点を考えれ ば、副葬品に表現 された図像 に

注 目すべきであろ う。

　 「貴婦人 の墓」の副葬品で唯一図像 らしい図像 とは、三角状の

耳飾 りに表 された鳥の羽根のよ うな文様である。打ち出し技法で

表現 され、単純に隅丸方形の二重線が重な るよ うに描かれている。

これを鳥の羽根 と考 える根拠は、別の図像 の存在にある。パ コパ

ンパ遺跡か らは、石彫が何体か出土 してお り、その一体に注 目す

べ き図が描かれている。 リマ市にあるラル コ ・エ レー ラ博物館 に

収蔵 されている2体 の石彫の うちの1体 がそれにあた り、胴体が

人間で、顔 がネコ科動物的な図像が描 かれ ている(図7)。 この胴

体の両脇には、三角状の突起が認 められ、翼 と考え られ る。 しか

も、この立像の性器部分は、牙 をむき出 しに した 口のように開か

れてお り、いわゆる鋸歯状 ヴァギナになってい る(Lyon　 1978)。

この点で女性性が認め られることになる。この点は、パ コパンパ

の墓の被葬者 の性別 とも一致する。確 かにこの石彫 の時代的位置

づ けは、発掘者 ラル コ ・オイ レの報告がないために確定す ること

図7:パ コパ ンパ 出土石彫か ら

お こした図(Roe　1974)

はできないが、発掘 に従事 したパ コパンパ村の住民による他 の石彫 の出土情報か ら考えるな らば、II期

と考え られ る。なお石彫は1点 ではなく、ネ コ科動物の丸彫 りが2体 、ヘ ビの浅浮 き彫 りが1体 、鳥 の

浅浮き彫 りが1体 知 られてお り、いずれ も出土状況に不明な点が多いが、II期 と考えられてい る。

　 さらに興味深いのは、Ⅱ 期 の後半、中央基壇や周辺 の遺構が改修 もしくは放棄 されても中央基壇付近

で、さまざまな儀礼が継続 されていた痕跡 がある。浅い土坑が掘 られ、火 が焚かれた。そこか らは獣骨 、

銅製のピンや針 のほか、骨製品が出土 している。織物加工 と関連す る針 、マン トを とめるピンなどは女

性性を表す奉納品であることか ら、女性性 がここでも確認 され、過去に埋葬 された 「貴婦人」の記憶が

長 く刻まれていることが想像 され る。

5.図 像 の継承 と再解釈

　では、こ うした女性性 に付属する鳥やネコ科動物の図像は どこ

に起源が求 められるのであろ うか。パコパンパ遺跡 における図像

は、すでに触れた金属製品、石彫 に加 えて土器 とい う媒体でも見

ることができる。む しろ土器 のほ うが図像表現に豊かさだといっ

てよい。土器に関 しては、すでにペルー人考古学者によって、タ

イプや装飾の記述が行 われてお り、発表者 が持つデ0タ ともほぼ
一致す る

。それ らによれば、Ⅰ期 とⅡ 期 とでは、胎土、器形、装

飾 の点で異なる傾 向を示 してお り、一見 して区別 は容易である。

とくに1期 の土器 では、器壁 がやや上方に開く鉢の外壁面 に刻線

で文様が描かれ ることが多い(図8)。 製作過程 において、粘土が

乾く前 に刻線 をいれ、焼成後に刻線間の面に顔料 を充てんす る技

法が用い られ る。描 かれる文様は、幾何学文様が多いが、ネ コ科

動物、ヘ ビ、猛禽類が単独 、あるいは組み合 わさったもの もある。

頭部が単独で描かれ ることが多 く、胴部の図像はまれである。
図8:パ コ パ ンパⅠ 期 の 土器

(Morales　 1980)
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　 これ に対 して、Ⅱ期の土器では、Ⅰ期 に比べ

て、彩色が減 り、還元焼成 による灰色、暗褐

色、黒色の土器 が増 える。酸化焼成 による赤

褐色の壷類 も大量に生産 され る。Ⅱ 期の図像

は、Ⅰ期に比べて具象的なものが減 る。還元焼

成 十器には、ネ コ科動物 の胴体に現れる斑点

を想起 させ る二重 円や圏点文が多 く見 られ る

(図10)。 例外 は、象形土器 もしくは儀礼用

の仮面の一部 と考 えられ るタイプで、そ こに

はネ コ科動物 の顔の正面が立体的に描かれ る。

　なかで もⅠ 期の土器 における鳥の図像 に関

しては、相対的出現比率は、ネ コ科動物の図

像 よ り多い とはいえないが、北高地の他の遺跡

と比べ ると目立つ(図9)。Ⅰ 期に当たる北部の

遺跡 ではネ コ科動物ばか りが 目立ち、鳥は極端

図9:パ コ パ ンパ1期 の 土 器 にお け る鳥 の 図 像

(Morales　 1980)

に少ない。パ コパ ンパのⅠ期では、その双方が出現 してい ることになる。 この場合、1期 の鳥は とくに性

別 と関連な く描かれ る。一方で、Ⅱ 期の土器 にお ける表象 はネコ科動物関係 の図像が優越 し、鳥 は目立

たな くなるものの、石彫や金製品に鳥の要素は残 ってい く。こ うした状況 を考 える と、II期 における鳥、

あるいは鳥 とネ コ科動物を組み合わせた表現の起源は、1期 にあると考 えたほ うが理解 しやすい。

　一見する と、Ⅰ期 とⅡ 期の土器の相違は大きく、パ コパンパ遺跡の編年の基礎 もそ こにある。すなわ

ち土器だけ見 るな らば、全 く交渉 を持 たなかった別個 の集 団が別 々に この遺跡のある場所を利用 した よ

うに見えるのである。 しか しなが ら、すでに述べた よ うに、建築 においては、相違 よ りもむ しろ類似が

見 られ る。時間的差異を考慮に入れ るならば、連続性 といって もよい。 よく観察す るな らば、これ には

描かれ る媒体を超 えた図像 の連続性 も含 まれ る。ただ し、ここでい う連続性 とは、単なる継承ではない。

そ こには、図像 を選択 し、再解釈 してい くプロセ スが存在 した と考 えられる。 この点は、まだデー タが

少な く、現状では推測 の域 を出ないが、社会の複雑化の過程を考えると、「パ コパ ンパの貴婦人」に代表

される社会的 リー ダーが、権力掌握の資源 として、全 く新 しい要素 を導入す るのではな く、過去、すな

わ ちⅠ期で使用 された動物図像 の うち、鳥 とネ コ科動物 を組み合わせた要素を選択 し、女性性 と組み合わ

せていったとい う解釈も成 り立 とう。

　実施に、こうしたプロセスを同時代に成立 したチャビン・デ ・ワンタルの図像 に見出す研 究もある(Rick

2004)。 そ こでは、イデオ ロギー を司るリーダーが権力 を掌握

す るにあたって、それ以前か ら登場す る動物図像や汎アンデス

的な要素である幻覚剤 を図像に採用 しなが らも、そ こに人間的

な要素 を加 え、リ0ダ ーのみがその領域を統御できるこ とを示

した とい う仮説が提示 されている。パ コパ ンパ における人間的

図像 は先にあげたラル コ博物館収蔵の石彫だけであ り、チャビ

ンのよ うに多 くはないが、 これをⅡ 期 とする可能性 が高いこ

とを考 えるな らば、パ コパンパでもチ ャビン同様 に、動物 と人

間の融合が、権力生成過程の途上で認 められることになる。

　 このよ うに、土器のタイプ分類や胎土な どの製作技法の観点

で見れば、全 く異なる文化 と同定 しがちなもので も、図像 とい

う認識 レベル、あるいは景観 と結びついた建築の配置な どの空

間認識か らみる と、強い関係性が認 められ る。繰 り返すが、要

図10:パ コ パ ンパII期 の 土器(Rosas　 y　Sahdy　 1970)

は、こ うした連続性、共通性 を単な

る伝統 として片付 けるのではなく、

社会 の複雑化や権力の形成 と結びつ

けた脈絡の中で解釈す ることで、個

別 の意味 を見出 してい くことが必要

なのである。
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                 6. Doncella alada: 
Simbolismo e ideología en el sitio arqueológico Pacopampa, Perú

Yuji  SEKI*

   El objetivo principal de esta ponencia es dar una interpretación sobre la complejidad social del 

Período Formativo (B.C. 3000 - A.D. 1) en los Andes Centrales a través del análisis de la iconografía 

presentada en los materiales arqueológicos recuperados del sitio Pacopampa, Perú. En este caso, el 
artículo se centra no solamente en correlacionar dos componentes culturales, sino también en 

realizar una interpretación de dos elementos, como son la formación del poder y de la memoria. 

   El establecimiento del estado para la arqueología andina se remonta a la sociedad Moche o Mochica 

establecida durante el Período Intermedio Temprano. Dicho periodo es más tardío que el Período Formativo, al cual 

la presente ponencia se enfoca. Sin embargo, los estudios recientes sobre la sociedad del Período Formativo nos 

indican que ya existía alguna complejidad, como rango o clases sociales. En este sentido, los estudios enfocados a 

dicho período contribuyen a la aclaración de las características del estado andino que aparecerían posteriormente. 

   El sitio Pacopampa está ubicado en la sierra norte del Perú y se ha confirmado la cronología de 

dos fases como Pacopampa  I (1200 a.C. - 800 a.C.) y Pacopampa  11(800 a.C.- 500 a.C.) pertenecientes 

al período Formativo. El descubirmiento de una tumba asociada a los ofrendas de oro en la fase II nos 

indica que apraceció la complejidad social en dicha fase. La diferencia en las características de la 

cerámica entre ambas fases es grande y suficiente para designarlas como fases distintas. Es decir, 

únicamente analizando la cerámica podríamos llegar a la conclusión de que existían dos ocupaciones 

totalmente diferentes y no-relacionadas. Sin embargo, en el aspecto arquitectónico se destaca la 

similitud entre ambas fases o la continuidad desde la fase  I a la fase II. Al mismo tiempo, se incluye 

en este tipo de similitud o continuidad la iconografía del animal felínico, el ave y la serpiente 

presente en diferentes medios, como son los monolitos, el metal y la cerámica. 
   No obstante, la continuidad no indica simplemente una sucesión de la tradición cultural o 

iconográfica. Aquí existiría un proceso de selección o reinterpretación de la iconografía para 

reorganizar el simbolismo en el contexto ideológico o político. Aunque aún no es más que una 

suposición, debido a lo escaso de la información, considerando la diferencia de la complejidad social 

de ambas fases, es muy posible que el líder de la sociedad de la fase II aprovechase los recursos 

existentes anteriormente, como las representaciones iconográficas, para lograr el poder sin 

introducir recursos nuevos.

* P
rofesor del Museo Nacional de Etnología
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